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「介護保険料」が4月から変わります 「介護保険料」が4月から変わります 「介護保険料」が4月から変わります 
－65歳以上の方の保険料－ 

　65歳以上の方の保険料は、３年ごとに見直しすることになっています。

　平成18年度から平成20年度までの３年間の保険料は、65歳以上の人口や介護サービスの見込み量などに基づ 

き、下表のとおり改定することになりました。

　また、介護保険法の改正に伴い、保険料段階が５段階から６段階に細分化されています。

・生活保護の受給者

・老齢福祉年金の受給者で、世帯全員

　が住民税非課税

・前年の合計所得金額＋課税年金収入

　額80万円以下で、世帯全員が住民税

　非課税

・世帯全員が住民税非課税で第２段階

　以外の人

・本人住民税非課税で、世帯員に住民

　税課税者がいる

・本人住民税課税で、前年の合計所得

　金額200万円未満

・本人住民税課税で、前年の合計所得

　金額200万円以上

 

第１段階 

 

 

第２段階 

 

第３段階 
 

第４段階 

【基準額】 

第５段階 
 

第６段階 

 
18,000円 

 
 

18,000円 
 

27,000円 
 

36,000円 
 

45,000円 
 

54,000円 

 

15,000円 

 

 

 

22,500円 

 

 

30,000円 
 

37,500円 
 

45,000円 

改定後の保険料 

（年額） 
保険料段階 対　　象　　者 

改定前の保険料 

（年額） 

※問い合わせ　福祉課介護班（横芝行政センター内）182－1114
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